


道路には、スムーズに通れる交通容量があります。

道の広さや車線の数、信号の多さなど、道路のつくりによって

通れる量は違います。

その量を超えると、車が多すぎて渋滞が起きます。

〇本資料では、渋滞の現象を可能な限り定量的に表す観点から、一日当たりの交通容量と交通量の比較による試算を
一例として提示している。なお、渋滞は必ずしも交通容量の超過のみにより評価されるものではなく、合流部や信号交
差点による影響、時間帯・場所による交通集中等、複数の要因が重なって発生する場合がある。

第４回新湾岸道路有識者委員との懇談会資料より一部引用 「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。

交通量を集計した４つの断面
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朝夕の時間帯を中心に走行速度が低下しています。

将来も多くの区間で渋滞が発生する見込みです。
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「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。

（算定の考え方、方法）
〇将来｢整備なし｣の場合は、将来の社会経済情勢の変化※１を踏まえた交通モデルを用いて配分解析(シミュレーション)を行い、既存の幹線道路の
交通量の見通し(2040年の将来交通量)を試算。

〇試算された交通量に対し±10％の変動幅を乗じることにより感度分析※２を実施。
※１ 社会経済情勢の変化:国内総生産（GDP）、人口、就業者数、免許保有率、自動車保有台数、道路ネットワーク、道路の構造規格 等
※２ 感度分析（±10％）:費用便益分析マニュアル（令和7年8月）における感度分析（基本ケース値の±10％を変動幅）より引用
〇それらの交通量を用いて既存幹線道路の交通容量に対する混雑度の見通しの算出を試みたもの。
〇本資料では、渋滞の現象を可能な限り定量的に表す観点から、一日当たりの交通容量と交通量の比較による試算を一例として提示している。
なお、渋滞は必ずしも交通容量の超過のみにより発生するものではなく、合流部や信号交差点による影響、時間帯・場所による交通集中等、複数
の要因が重なって発生する場合がある。

〇本試算は一定の条件をもとに行った試算であり、今後の詳細検討により変更となる可能性がある。

【混雑度とは？】
道路をスムーズに通行できる交通量を1.0とした場合、どの程度混雑しているか示したもの
※1.0より高いほど混雑している
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既存道路の交通量が減少し、渋滞の緩和が期待されます。

医療機関への迅速な搬送が期待されます。

（算定の考え方、方法）
〇将来｢整備なし｣の場合は、将来の社会経済情勢の変化※１を踏まえた交通モデルを用いて配分解析(シミュレーション)
を行い、既存の幹線道路の交通量の見通し(2040年の将来交通量)を試算。

〇試算された交通量に対し±10％の変動幅を乗じることにより感度分析※２を実施。
※１ 社会経済情勢の変化:国内総生産（GDP）、人口、就業者数、免許保有率、自動車保有台数、道路ネットワーク、道路の構造規格 等

※２ 感度分析（±10％）:費用便益分析マニュアル（令和7年8月）における感度分析（基本ケース値の±10％を変動幅）より引用

〇｢整備あり｣の既存幹線道路の交通量見通しは、現段階でＩＣ等による接続位置が定まっていないため配分解析が困難な
ことから、道路整備の事例を用いて、新設道路への交通転換に伴う既存幹線道路の標準的な交通量の減少率(減少幅)
を上記の将来交通量に乗じて試算。

○本図の整備後交通量は、整備有りの状況を可能な限り定量的に表す観点から、他の類似事例における交通量減少率
（概ね2～3割）を参考に算出した試算結果であり、実際の交通状況や道路条件等により変動する可能性がある。
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（算定の考え方、方法）
〇道路ネットワーク条件としてＤＲＭデータに旅行速度を設定し、整備前後の30分圏域(施設から各メッシュへの所要時間を最短経路アルゴリズムを用いて到達可能範囲を分析)を図化。
〇整備前後における第三次医療施設からの30分圏域(人口・面積)は、国勢調査の500mメッシュデータを集計して算出。
〇本試算は簡易的な手法により新湾岸道路の整備効果を算定した結果であり、今後の詳細検討により変更となる可能性がある。
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その他の既存道路の交通量減少事例は？

外環道（千葉区間）の整備による交通量の変化は？
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渋滞や見通しの悪い箇所で事故が多く発生しています。

主要な道路で死傷事故率が高くなっています。
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【出典】 交通事故データ （H30-R3政令市一般市道以上データ） ※死傷事故率上位５位の値を表示

①交通渋滞が発生している道路での追突事故

②見通しの悪い交差点等での衝突事故

・死者または負傷者が発生した事故の件数



既存道路の交通量が減って、事故の低減が期待されます。

国道３５７号（湾岸千葉地区改良）の整備により事故件数は？

第４回新湾岸道路有識者委員との懇談会資料より一部引用 「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。

第４回新湾岸道路有識者委員との懇談会資料より一部引用 「道路計画の必要性」については、有識者委員会でデータを示しながら議論を深めています。



災害時の対応力の向上が期待されます。

新時代の課題解決と価値の創造

2023年9月8日（台風13号時） 2023年9月7日（平常時）

【出典】「水防法」に基づく高潮浸水想定について[千葉県HP]
広域防災拠点は､千葉県大規模災害時応援受援計画より
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有識者委員会で議論を深めています。

【出典】交通政策審議会第72回港湾分科会 資料1-1を加工
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